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5年-3 

２ 未来を支える食料生産 
全国からとどく食料

５年 組 番

②【基本】資料 「主な食料の産地」を見よう。 
・題と出典を読もう。

・田，畑，果樹園，牧草地の色を確認しよう。

③【ポイント】写真の食料の産地を調べよう。 
・写真の食料を丸で囲み，多い都道府県を表に書こう。

④どこが多そうといえるか，理由を予想しよう。 ※ヒント：気候や土地利用 

食料
生産量の多い都道府県 
（教科書に丸をする）

どこが多そうか（予想）

りんご

ねぎ

肉牛

トマト

ぶた

みかん

⑤表以外の食料についても生産量の多い都道府県を調べ，ノートに書こう。 

⑥さまざまな食料の産地で気づいたことをノートに書こう。 

①【ねらい】日本の農産物や生産物の主な産地を知り，日頃食べている食料に関心をもつ。 

P58～P59 

青森，山形，長野

茨城，埼玉，千葉

北海道，宮崎，鹿児島

北海道，茨城，熊本

千葉，宮崎，鹿児島

静岡，和歌山，愛媛

気候がすずしいところ

関東地方，人口が多いところ
土地利用で畑が多い

北海道と九州
広い土地があるところ

日本各地（収穫時期がちがう）

九州が多い
肉牛と同じ

暖かい気候のところ

ヒント： 教科書58ページの地図[イ]をよく見よう。




